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ゼミ活動報告 

「企業訪問 杉村倉庫」 

小松 愛実 

 9 月 28 日に、5 期生杉村倉庫チ

ームで杉村倉庫を訪問しました。今

回は昨年 7月に訪れて以来 2度目と

なる訪問でしたが、前回とは異なり

杉村倉庫の分析発表をメインに行い

ました。 

 まず杉村倉庫の社長、専務、取締役

の方々を前に約 20 分の発表を行い

ました。そうそうたる方々を前にメ

ンバー全員緊張し、ついつい早口に

なってしまいました。それでも、発表

後には柴山社長をはじめ、ひとりひとりの方からコメントを頂くことが出来ました。 

発表を終えると、フリーディスカッションに移りました。杉村倉庫の PBRの低さの要因

や倉庫のオートメーション化、学生目線でどのようなホームページが魅力的であるかなど

議論の話題は多岐に渡りました。特に印象に残ったのは、柴山社長が倉庫業界は百貨店業界

に似ているとおっしゃっていたことです。どちらも本業で稼ぐことが難しくなり、新しいビ

ジネスモデルに転換している同業他社がある中で、本来の事業をより良くしていく姿勢を

貫く会社もあるというお話でした。杉村倉庫も後者であり、物流事業で稼いでいく方法を模

索している姿に会

社への熱い想いを

感じました。 

最後に昨年と同

じ場所での記念撮

影を行い(着ている

ポロシャツは新デ

ザインです！)今回

の訪問は終了とな

りました。 

2度も訪問する機

会を頂き、ありがと

うございました！ 

 


